
「流域治水」の施策ついて

石狩川（下流）水系流域治水協議会
第１回 空知川地域部会
資料－１

令和３年１月２９日



別途PDFを使用



凡 例

堤防決壊箇所（S56.8洪水実績※ ）

堤防決壊箇所（S28.8洪水実績※ ）

堤防整備

河道掘削

浸水範囲（H13.9洪水実績）

浸水範囲（S56.8洪水実績）

浸水範囲（S28.8洪水実績）

主要都市の市街地

大臣管理区間

２－７区間 ※国管理河川区間

石狩川

空知川

平成28年空知川（南富良野町）の浸水状況

南富良野町
市街地

堤防決壊箇所

石狩川（下流）水系流域治水プロジェクト【中間とりまとめ】（案）
～２５０万石の米どころ「石狩川流域」を洪水から守るための治水対策の推進～

←江部乙川

65

美唄市
び ばい し

三笠市
み かさ し

芦別市
あしべつ し

奈井江町
な い え ちょう

上砂川町
かみすながわちょう

歌志内市
うた し ない し

砂川市
すながわ し

滝川市
たきかわ し

赤平市
あかびら し

旭川市
あさひかわし 美瑛町

びえいちょう

上富良野町
かみ ふ ら の ちょう

中富良野町
なか ふ ら の ちょう

富良野市
ふ ら の し

南富良野町
みなみふ ら の ちょう

夕張市
ゆうばり し

④空知川

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

石狩川上流
富良野圏域
河川整備

←ヌッカクシ富良野川

■ソフト対策
・水害リスクの高い区間の監視体制の整備

・防災無線等を活用した情報発信の強化

・全流域市町村の職員を対象とした「豪雨災害対策研修」の
継続実施

・市民等を対象とした水防教育、防災意識の啓発活動の継
続実施

・国・北海道・市が連携した各種タイムラインの普及促進

・緊急排水作業の準備計画策定 等

※今後、関係機関と連携し対策検討

■流域における対策
・雨水貯留浸透施設の整備（校庭貯留、調整池等）
・防災関係機関等の業務継続計画策定・促進等
・河川防災ステーション等のまちづくりや防災等の地域計画
と一体となった整備

・利水ダム等58ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
（関係者：国、北海道、電力会社、土地改良区など）等

※今後、関係機関と連携し対策検討

■河川における対策
対策内容 河道掘削、堤防整備、河床洗堀対策、

樹木伐採、北村遊水地整備、
幾春別川総合開発事業、雨竜川ダム再生事業
放水路整備 等
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赤平市
あかびら し

上富良野町

かみ ふ ら の ちょう中富良野町
なか ふ ら の ちょう

富良野市
ふ ら の し

石狩川上流
富良野圏域
河川整備

石狩川

空知川

凡 例

堤防決壊箇所（S56.8洪水実績※ ）

堤防決壊箇所（S28.8洪水実績※ ）

堤防整備

河道掘削

浸水範囲（H13.9洪水実績）

浸水範囲（S56.8洪水実績）

浸水範囲（S28.8洪水実績）

主要都市の市街地

大臣管理区間

２－７区間 ※国管理河川区間

流域における対策の推進について
【空知川流域】

流域における対策については、雨水貯留施設の整備、河川防災ステーション等のまちづくりや防災等の地域計画と一体となった整備、事前放
流等の実施などを、引き続き推進する。

流域における対策河川における対策

加えて

ソフト対策

水害リスクが高い区間の監視体制整備、情報発信の
強化、防災教育 等

雨水を溜めながら少しずつ下水
道へ流すことで、河川へ流出す
る雨水量を減らす。【赤平市】

利水ダム等における事前放流等の実施、体制を構築する。
【金山ダム、野花南ダム等】

雨水貯留施設の整備

事前放流等の実施 事前放流等の実施

河川防災ステーション等の
まちづくりや防災等の地域
計画と一体となった整備。
【南富良野町】

河川防災ステーションの整備
イメージ図

1-2
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北海道電力（株）提供



災害時の設備機能の確保

① 重要諸室や主要機械室の確保

・ 計画地は浸水想定地域（水深0.5ｍ）であるため、庁舎の床を0.5ｍ程度嵩上
げすることにより被害の軽減を図ります。

・ 備蓄資機材の確保のため２階以上に倉庫を設置します。
・ 1階と2階以上で設備系統を分け建物安全性と業務継続性を確保します。
・ 災害対策活動を進めるための重要諸室（必要部署の執務室や会議室等）主
要機械室（電気室や機械室、サーバー室等）は、浸水対策のため、２階以上
の上層階へ設置します。

・ 地震災害対策として、サーバー室床又はサーバーラックの免振化を行います。

②電気・水道・通信等の継続利用
・ 非常時に確保できるエネルギーや水の量が限られる状況に置かれても、少な
い使用量で機能が継続できるよう、エネルギーや水の消費量を抑えた設備

計画とします。
③電源の二重化及び浸水影響範囲の低減
・ 電力会社電源の他に、非常用発電機を設置し電源を多重化することに
より、電力利用の信頼性を向上させます。
・ 電源系統は、浸水想定フロアとその他フロアを分けることで浸水による
影響範囲の低減を図ります。
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富良野市 新庁舎建設位置

北側外観イメージ

各階構成概念図断面計画(階構成、浸水リスク対策)

2F 2F

3F 3F

新庁舎建設の基本方針
防災・災害対応の拠点として、耐震性能を確保した安心安全な災害
に強い庁舎とします。

防災拠点機能
・防災拠点機能としての機能が、十分発揮できる耐震性能の確保を行
います。
・床の嵩上げ、防潮板等の設置による浸水対策を行います。
・ 72時間稼働できる非常時の各設備のバックアップの整備を行います。
・災害時のライフラインの確保を行います。(電力･上下水道･通信)
・災害対策本部の整備を行います。
・備蓄資機材等の確保を検討します。
・指定緊急避難所(一時避難所)

新庁舎建設位置
・浸水対策として、１階床レベル及び敷地全体を嵩上げするなど建物の
安全性の確保を図ります。

南側外観イメージ

流域における対策の推進について 【富良野市】
【空知川流域】 2-2

新庁舎建設位置
浸水深0.5m

令和４年度完成予定

防災拠点機能を発揮できる災害に強い庁舎の実現に向けて


